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第４期老人福祉計画及び介護保険事業計画の素案

に対するパブリックコメント手続の結果について 

 

 パブリックコメント手続によって、寄せられた意見と市の考え方は次のとお

りです。 

 

１ 意見募集の資料 

第４期老人福祉計画及び介護保険事業計画（素案） 

 

２ 意見募集の概要 

（１）計画の案の公表日（意見募集期間） 

平成２１年１月１６日（金）から平成２１年２月１３日（金）まで 

（２）意見募集結果 

①提出者数、意見数    ３人、６件 

②提出方法      直接持参  ２人、５件 

    郵送  １人、１件 

    ＦＡＸ  ０件 

    Ｅメール  ０件 

③計画の案に反映した意見数   ３件 

 

３ 意見と市の考え方 

 

第５章 介護予防の基盤整備 

１ 日常生活圏域の設定 

（４）日常生活圏域ごとの状況 （素案Ｐ７１） 

意見の概要 市の考え方 修正 

１ 

各日常生活圏域の現状を市が

どのように認識しているのかわ

かりづらかった。 

第５章「日常生活圏域ごとの

状況(素案Ｐ71)」の状況を踏ま

え、第７章「地域密着型サービ

スの適切な提供(素案Ｐ172)」

では、日常生活圏域ごとの地域

密着型サービスの整備目標量を

定め、市の考えとしておりまし

たが、ご意見の趣旨を踏まえ、

素案 P173 の【課題】の文末に

「さらに、第５章で前述しまし

た日常生活圏域ごとの状況から

見た課題としては、中央・東部

地区及び南部・福田地区は、地

域密着型サービスの整備が一方

の地区に偏っており、高齢化率

修正 
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が高い中央地区及び福田地区に

おける施設整備を推進する必要

があります。また、北部・川間

地区については地域密着型サー

ビスがなく、関宿地区は１か所

のみが整備されるに止まってお

り、施設整備は急務です。 

こうしたことから、第４期事

業計画では、各地区におけるニ

ーズを的確に把握することはも

とより、地域間や地区内のバラ

ンスを図りながら、整備を進め

る必要があります。」を追加し

ます。 

 

３ 地域包括支援センター 

（６）地域包括支援センターの設置 素案Ｐ８１ 

意見の概要 市の考え方 修正 

２ 

地域包括支援センターは、市

内を４つに分割し、各地区に設

置する方針であると思われる

が、南部・福田地区の地域包括

支援センターは、整備が遅れて

おり、野田地区地域包括支援セ

ンターが兼務している状況であ

る。今後、急速に進むであろう

高齢化に対応するため、早急に

設置をお願いしたい。 

また、設置場所については、

南部地区の活動拠点でもある南

部梅郷公民館の近隣に早急な設

置を希望する。 

 

南部・福田地区の地域包括支

援センターは、市としても同様

な考えを持っており、第４期事

業計画では、利便性や信頼性を

考え、設置場所や委託事業者の

検討を行うとしております。 

設置場所に関しましては、今

後の参考とします。 

無し 

第６章老人福祉計画 素案Ｐ８９ 

意見の概要 市の考え方 修正 

３ 

健康で社会的貢献もできる一

人暮らし高齢者を対象に、市で

集合住宅を用意し、その人たち

に社会貢献（要介護者の介護、

育児、問題をかかえる青少年な

どの支援）をお願いし、いきい

きとした高齢者の生き方の手本

本計画の基本理念として、

「高齢者が健康を保ち、生きが

いを持って安心して生活できる

やさしいまち」を掲げるととも

に、介護保険制度では、いつま

でも住み慣れた地域で安心して

過ごせるような施策を推進する

無し 
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になってもらってはいかがでし

ょうか 

としております。したがって、

本計画の策定に当たっては、地

域全体が高齢者を支えることは

もとより、高齢者が持っている

経験等を有効に活用し社会貢献

に役立てることは重要な施策で

あると認識しております。 

しかしながら、ご意見にある

ような集合住宅については、現

在の居住状況やこれまでの地域

との関わりなど、様々な状況を

整理・検証したうえで実施して

いく施策であり、現段階で本計

画に位置づけることは難しいも

のと考えており、貴重なご意見

として今後の参考といたします。 

なお、本計画では、ご意見の

ような社会貢献のできる環境づ

くりに努めるよう、次のような

施策を具体的に掲げておりま

す。 

①市民がボランティア活動に参

加できるような情報提供や、講

座等の開催 

②ＮＰＯやボランティアサポー

トセンターの利用登録推進や有

効活用の推進 

③老人クラブ育成事業の推進 

④仕事を通して社会貢献するシ

ルバー人材センターの事業推進 

④生涯学習のためのセミナー、

講座、講演会の開催 

⑤生涯スポーツ活動に向けた、

教室、講習会、大会の開催 

⑥保育所、学校などの児童、生

徒とのふれあい活動 

 

第７章介護保険事業計画 素案Ｐ１４１ 

意見の概要 市の考え方 修正 

４ 
特別養護老人ホームがすぐに

満床になるということは、在宅

サービスによる家族への支援が

不十分なのではないか 

特別養護老人ホーム（以下特

養）が、開設後すぐに満床になっ

てしまう理由として、居宅サービ

スの必要量のほかに、高齢者の一

無し 
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人世帯や高齢者夫婦世帯、認知症

など、やむを得ず特養に入所しな

ければならない緊急性の高い方が

増加しているなど、様々な要因が

あると考えております。 

その一方で、居宅サービスの現

状を見ると、代表的なサービスで

ある訪問介護の稼働率が89.2％、

通所介護が90.5％、短期入所が

82.8％となっており、いずれも約

10％の余裕があります。さらに、

家族への支援につきましても介護

保険以外のサービスとして、本計

画の第６章の老人福祉計画で市独

自のサービスの提供も実施してお

り、必ずしも在宅サービスによる

家族への支援が不十分であると

は、考えておりません。 

 

４ 居宅サービスの適切な提供 

（14）居宅介護支援・介護予防支援（ケアマネジメント）素案Ｐ１６９ 

意見の概要 市の考え方 修正 

５ 

県や市のケアマネジャー研修

によってケアマネジャー全体の

質を向上させ、きめこまやかな

配慮のできるケアマネジャーの

育成に努めるべき 

市としても同様な考え方を持

っており、ケアマネジャーにつ

いては、公正・中立な業務遂行

の観点から、さらに指導及び支

援を行うとともに、介護支援専

門員協議会等での継続的な情報

交換及び実務研修等を通じて資

質向上を図ることとしておりま

す。 

ただし、ケアマネジャーの育

成事業は、国や県が新任研修や

現任研修として実施しており、

今後は国や県における制度的な

研修体制の充実が重要であると

考えており、市としましても、

これらの研修を推進するため、

【施策の方針】に「なお、ケア

マネジャーの育成事業は、国や

県が新任研修や現任研修として

実施しており、市としてもこれ

修正 
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らの研修が重要であると考えて

いることから、今後も継続的な

受講を推進していきます。」を

追加します。 

 

９ 介護保険制度の円滑な運営 

（７）保険料の滞納者対策の推進 素案Ｐ１９５ 

意見の概要 市の考え方 修正 

６ 

保険料の普通徴収の収納率低

下に対する市の対応方法がわか

らない。今後、特別徴収・普通

徴収の選択性が導入されると、

さらに収納率低下が懸念される

ので、コンビニやクレジットカ

ードによる納付方法の多様化に

より、自主納付の促進化に取り

組む必要があるのではないか。

市では、保険料の重要性など

を周知し、可能な限り自主納付

を推進する旨表記しております

が、ご意見のとおり、市でも納

付方法の選択肢を増やすこと

は、納付者の利便性が図られる

ものと考えておりますので、施

策の方針に「また、納付者の利

便性が向上するコンビニ収納等

は、今後、近隣市の導入状況も

考慮した上で、費用対効果を検

証しつつ、導入に向けて検討し

ていきます。」を追加します。 

 

修正 

 


